
ダンスセッション「不思議の国のアリス」 

 

埼玉県舞踊協会が手がけるたくさんの意欲的な公演の中でも特に質の高い、 

私の好きな“ダンスセッション” 

今回、松崎すみ子版の「アリス」上演のお話をいただき、素晴らしい再演の機会、 

と本当に嬉しく思いました。 

オーディションではバレエ・モダン問わずお集まりいただき、年齢やジャンルを 

超えてたくさんのダンサーに出会う事ができました。 

共にクリエイションの時間を過ごし、仲間になり、今回のような温かい、ある意味 

新しい「アリス」を創りあげることができました。 

参加者の中にはお仲間のいない子、慣れない現場に戸惑う人もいました。 

ひとりでも消極的な子が出ないよう私なりにみんなを見て、ミストレス、協会の 

先生方にお力をお借りして進めました。 

助けてくれたのは先生方のみでなく、共演者たちでした。 

わからないところを教え合い、ダンス以外の話もしたりしながら仲間になって、 

また、励ましあい、刺激し合い、どんどんとリハーサルは良い時間になっていきました。 

リハーサルは良い空気でしたので小さなダンサー達にも質の向上を求めました。 

自分が楽しいだけではいけない、振り付けは覚えてから先がもっと大切、お客様にこの 



世界を楽しんでいただくために、と話し続け、その声は皆さんに届き、挑んでくれました。 

本番当日は多くの方がご来場くださり、喜びの声も届きました。 

楽屋での打ち上げの場で尚美先生や窪内先生方が喜んでくださったこと、アシュリーさんにもお褒めいただ

いたことなどに感激、この打ち上げの場で Void の制作過程などを聞いた、 

アリス出演者何名かは Void の本番やゲネを見られなかったことを悔やんでいました。見られなかったけれど、

こうして同時上演したものを感じることができる時間も貴重だと感じました。未来あるダンサーたちとの時間、

この貴重な機会に心から感謝いたします。 

                               松崎えり 


